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岡喰細胞内に於ける l.ipoidJ疋lぶは， Fil・1此仰！胤に於けるそれよりも，より~虫く｜原性で，こ ;JU 土日l削減の /lf?,)]}j処p~
T方袖力なこ2の制示川のであぺう．制i,j内系
り制胞｜勾に於て， 1/1M'iJMI.肋ーがllnJJJj般J~をT.ipoidへと犯


































中間f＼：~射をつかさどるとする Sinclair, Verz五r,Laszt 
(1929-1936）寺r＇の諸説と，以ヒの所見とはよく符合す
ると宮、わ;hる．
而して肝納胞内に出現する Lipo idの量は， Kupffer
氏昼細胞のみからIH細胞へ附！！方が授与されたと考える
にして日、余りに多いので，このような説は承認しがた



















































































「－；－ 臓 ｜ 肝臓及び牌臓
-c--・ ；~－1/1庁~：t,，~；~~阻止 川 l!C区画日雪組~
一三二一1丘1;,_tl_3＂~＇・mi l 情 I~止！！！？
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